
59 物忘れのある在宅高齢者への服薬支援に関する実態調査                

 

 福祉機器開発部  間宮郁子, 池野敬, 井上剛伸  

 

【目的】近年、認知症高齢者を介護している家族介護者を対象として、１回あたりの服薬の薬

剤数、服薬方法、服薬に要する時間、服薬時の介護負担感などに関し、経口与薬の実施・確認

が負担であることが報告されている1)。また高齢者の服薬回数、服薬困難なケースや嚥下障害

等がある高齢者に服薬させるための工夫の一環として、嚥下障害や薬の剤数などの要因が重な

ることが介護の負担増につながることも指摘されている2)。高齢者は複数の身体的疾患を罹患

していることは少なくはなく、日常的に服用すべき治療薬の種類が多くなる場合があることを

背景として３）、今後、拒薬や嚥下障害を抱えた高齢者が増える可能性を考慮し、日々の業務の

一環として介護者の負担を軽減する方策が求められる。そこで本研究では、施設に入所する高

齢者の要介護度や薬の剤数などを考慮して、介護者が服薬の支援で負担に感じる要因を明らか

にすることを目的とした。 

 

【方法】物忘れのある在宅高齢者への服薬支援に関する実態調査で集積・統合したデータ

（n=200）を活用し、施設の介護者が服薬の支援に関して負担に感じる要因を中心に解析した。

解析に用いる調査項目としては、性別、年齢、要介護度、認知症の日常生活自立度、疾患、飲

んでいる薬の種類、住まいならびに服薬に対する負担感である。なお本研究での検定および分

析は、連続変数の平均値の差の検定（ｔ検定）、カテゴリー変数（カイ二乗検定）などである。 

 

【結果】本研究対象は 27 事例であった。事例の内訳をみると、すべての事例は認知症を罹患し

ており、性別は女性（n=20）が多かった。服薬に対する負担感をみたところ、何らかの理由で

負担に感じていることが多かった（n=20）。 

 

【結論】社会の高齢化が進むわが国において、介護者などが服薬支援に関して負担に感じてい

る現状が示唆された。しかしながら、今回の解析では事例数が少ないため、一般化するには難

しく、さらなる研究が求められる。 
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